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食品の無駄を減らすための取組事例
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Ⅰ 福井県の事例

福井県は、廃棄物処理計画（平成１８年３月策定）において、現状傾向のまま推移す
ると、県民一人当たりの一般廃棄物量が平成２２年度に1,040ｇ（平成１５年度現状値
973g）と増加することが予測されることから、これを940gとすることを目標として、「一人
一日当たり100gのゴミ減量化」に取り組んでいます。

１

○ 福井県の一般廃棄物の減量化等の目標

出典：福井県ホームページ
（http://www.pref.fukui.jp/doc/haitai/100ggenryouka.html）

○ ごみ減量化によるごみ処理費用削減額

○ １人１日あたり１００ｇのゴミ減量化パンフレット
（表 紙 ）



出典：福井県ホームページ
（http://www.pref.fukui.jp/doc/haitai/100ggenryouka.html） ２

○ １人１日あたり１００ｇのゴミ減量化パンフレット（ Ｐ１３～１４ ）



食品ロスの削減の観点から、「おいしいふくい食べきり運動」として、食べ残しを減ら

す運動を県民及び飲食店、料理店、ホテル等の協力を得ながら、展開しています。

3

出典：福井県ホームページ
（ http://www.pref.fukui.jp/doc/haitai/tabekiri‐taitl.html ）



４

出典：福井県ホームページ
（http://www.pref.fukui.jp/doc/haitai/tabekiri‐top.html）



Ⅱ 英国の事例

英国の家庭からの食品廃棄について、「廃棄物・資源アクションプログラム（Waste＆
Resources Action Program(WRAP)」が2007年度にイングランドとウェールズの2,138世
帯を対象に調べた結果を基に試算した結果として、英国全体で毎年670万トン、購入
した食品の約３分の１が廃棄され、そのうちの約60％、410万トンは、食べられる状態

にもかかわらず廃棄されているとの推計が公表されました。

５

○ 不必要な食品廃棄の実態
食べられる状態にもかかわらず

廃棄される食品の量
４１０万トン

作りすぎ
１６０万トン

使い残し
２５０万トン

未 開 封
９８万トン

期限内商品
少なくとも３４万トン

（注）ＷＲＡＰ：2000年にイギリスの政府機関の
財政支援により設立された非営利団体。個人、
企業、地方政府の３Ｒ活動を促進するための
活動を展開している。

※WRAPのウェブ上で公表している「The Food We Waste 」のリポートを基に食品環境対策室で整理
（ http://www.wrap.org.uk/retail/food_waste/research/the_food_we_waste.html ）



ＷＲＡＰは、現在、食品廃棄を減らすことを目指して、「The Love Food Hate Waste
Campaign」を展開しています。

６

○ 「The Love Food Hate Waste Campaign」の事例

① 計画を立てて食材を購入する

② 食材の保存方法や保存可能な期間を

理解すること

③ 自分に合った適量を選んで食事すること

④ 残りもの等をおいしく食べる工夫をすること

※「The Love Food Hate Waste 」のウェブ上で公表しているリーフレットを基に食品環境対策室で整理
（ http://www.wasteawarelovefood.org.uk/index.asp ）




